























































































































































33.12.25 「素謡会ニ付、午下一時始にて、講堂第二教室にて、 熊野　能　シテ大和田氏　ツレ桃子　ワキ愛治郎  はやし　
羽衣　花　西王母桃子　山姥花
畢而下座敷にて  田村　石山すま子　蝉丸　シテすま子　ワキ桃子　ツレ忠子　俊寛　花　三井寺　桃子
畢而　晩餐を饗す。夜七時皆々帰」（p674）
34.1.8 「始業式…当年ハ教員たちも招待す…畢而校哥を唱ふ」（p684）「始業式…校歌合奏」（汲泉３号,P159）
34.4.1 第13回「卒業証書授与式…証書を授ク。畢而校歌を唱ふ」（p698）「校歌合奏（花桜）…校歌合奏（学の窓ー教
の場）」（汲泉３号,P160）と３曲鼎立
34.4.26 「大和田氏来」（p702）
34.4.30 「課業畢る。大和田氏へ五円」（払方摘要、p704）
34.5.14 「来客…大和田氏」（p706）
34.5.17 「大和田氏、石山須磨子、岡崎忠子来られて、午下三時半より素謡会をなす。忠度　すま子　雲林院　桃子　小
原御幸　花蹊　杜若　忠子
済　大和田氏帰られて後、また松風。夜ニ入て皆々帰られる」（p706）
34.5.31 「大和田氏へ五円」（払方摘要、p709）
cf 34.6.8「観世へ舞台開、十円」（払方摘要、p710）
34.7.31 「大和田氏へ金拾円、かたひら一反を贈る」（払方摘要、p720）
34.11.8 「大和田氏、二円五十銭」（払方摘要、p737）
35.1.14 「大和田氏来る」（p760）
35.1.22 「来客、大和田氏」（p761）
35.1.28 「来客、大和田氏」（p763）
35.3.4 「大和田氏、二円五十銭」（払方摘要、p769）
35.3.4 「大和田氏ヘ表取替、金千疋」（「挿入紙」明治三十五年会計、p823）
35.7.2 「大和田氏六月分、千疋」（払方摘要、p791）
cf 35.7.14「観世九番ゆるし、千疋」（払方摘要,p794）
36.9.14 「大和田氏、十円」（"受"方摘要、日記三＜以下略＞,p52）
41.7.5 「樗会　午前十時始り、大和田先生着席、研究五年集会す」（p374）
42.7.15 「弐円五十銭　大和田氏へ」（出金「明治四十二年会計」、p516）
42.12.20 「金 千疋　大和田氏」（出金「明治四十二年会計」、p526）
（出典）日記二,p609～p794、日記三,p52～p526。汲泉１号～３号。
[附記]本稿は本学五十年史編纂時に筆者もはからずも委員の末席を汚し、自分なりに割当られたコラム辺りに掲載する心算の
課題であった。しかし煩瑣な新学部の設置申請業務と重なり、本編執筆すら覚束ない状況で残念ながら一時断念を余儀なくさ
れた。今春、念願の長期無期限の研究休暇を賜り、期限を過ぎて恐縮ながら、かねての宿題を提出させて頂く機会を得たこと
にまず感謝申し上げたい。『跡見花蹊日記』解読に尽力された岩田秀行氏、植田恭代氏、五十年史編纂に尽力された泉雅博氏、
在任中副学長として長らく公私両面でご指導賜った大塚博氏、それに本学に転校する際、彦根までお越し頂いた縁で花蹊の幅
広い人脈に関して常に教示賜って来た嶋田英誠氏など、畑違いの門外漢で道に迷っていた筆者にまで暖かくご教導賜った文学
部（旧）在籍の数多くの諸先生方に心から御礼申し上げたい。
13No.25｜にいくら
注1）拙著『昭和四十一年日本一周最果て鉄道旅』笠間書院、令和元年,p13。国学者としての落合の知名度と比し、ごく狭
い領域かも知れないが、筆者の如き鉄道あるいは観光研究者にとって『鉄道唱歌』で著名な大和田建樹の存在は決して劣る
ものではない。
2）拙稿「跡見流観光教育の創始と観光用画像資料の教材活用」『ＦＤジャーナル』９号、跡見学園女子大学、平成22年３
月,p142～145。
3）『跡見花蹊日記第二巻』跡見学園、平成17年を「日記二」、同第三巻を「日記三」と略。
4）12）岡本かの子「池に向いて」『跡見学園一三〇年の伝統と創造』（以下単に「一三〇年」と略）平成17年,p38所収。
5）6）植田恭代「『源氏物語』からみる跡見女学校の教育ー明治・大正期を中心にー」（以下単に植田①と略）『跡見学園
女子大学文学部紀要』37号、平成16年３月,P27。43年３月辞任した典拠は大和田の教え子である井上幸子「校歌“花桜”
作者 大和田建樹先生追憶」『汲泉』復刊第20号、昭和45年,P10。
7）8）植田 恭代「『跡見花蹊日記』からみるカリキュラム--落合直文との関わりにふれて」（以下単に植田②と略）『跡見学園
女子大学文学部紀要』41号、平成20年３月 p11～12。
9）近年も中村健治『「鉄道唱歌」の謎』（以下単に中村と略）交通新聞社新書、平成25年で、鉄道唱歌成立に関する中島
の記述（中島幸三郎『鉄道唱歌物語：歌の旅行案内の生誕と作者をめぐる人間哀史』交日新書3 、交通日本社、昭和39年）
に誤りがあるとの批判が示されるなど、鉄道唱歌成立を巡って論争が続いているが、本稿では立ち入らない。
10）中村氏は前掲『「鉄道唱歌」の謎』で詳細な大和田の年表を掲げるが、31年４月の帰省以後、33年５月の第一集刊行
までの２年間に記載は２件のみ。跡見への招聘等はこの間の空白を埋めるもの。
11）中村氏によれば大和田の日記類でも鉄道唱歌に触れた記載は一度（中村,p136）の由。筆者の推測では花蹊には大和
田の鉄道唱歌での虚名を見越して招聘したのでないとの自負があったからか。
13）跡見校友会誌『汲泉』３号、明治34年５月23日,P160。通説では花桜は「三十三年の春の卒業式以来歌われている」（前
掲一三〇年,p41）
14）数え年の61歳誕生日を還暦（本卦還り）と称して生まれ変わりを祝う近世の風習から考え、生徒らが花蹊に赤い衣装を
贈るような意味合いで、「誕生日の歌」としての現・校歌を唱って贈ったのであろうか。
15）大和田は無数の諸唱歌のほか、雙葉学園、浦和高等学校、旧制成東中学、大野市立有終西小学校等の校歌も作詞。
16）『能楽』第２巻２号、明治37年２月,p68。大和田が主筆を務め「自ら能楽界の機関を以て任じ。流派に偏せず個人に党
せず」（「発刊の辞」『能楽』第１巻１号,p1）を標榜して明治35年７月１日創刊。
17）20）23）題意解説『碇引　光輪閣落慶開帳記念』再版、成田山新勝寺、昭和50年。
18）大和田建樹「秋のゆくへ」『紀行文集旅路』地球堂書店、明治39年。35年８月大野屋を訪れ不動尊参詣、11月成田
を再訪、「夕方よりは謡の会ありて。大野氏に招かれ。更蘭けたれば一夜の宿を借」（旅路,P533）りた。
19）独力で能舞台を設けたほどの愛好者・大野市平は海老屋、若松屋等と並ぶ門前老舗旅館主。秋に発病直前の大和田が
42年6月20日大野屋舞台開きで「熊野」を演じた最末期の舞台写真が伝わる。
21）大和田が詞を練り、花蹊が揮毫した碇引を彫師が彫刻、三光堂が製本するのに約３ヵ月を要したとすると36年９月謝礼受
領の辻褄が合う。
22）おおのひさつね、明治５年～昭和10年。明治33年時点で跡見女学校講師（『汲泉』１号、明治33年６月,P133）、明
治37年持ち管は笛の雅楽師兼楽師、大正６年神宮神部署雅楽教授。
